
2015年度第2四半期決算の概要について説明します｡
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受注高は前年同期から202億円増加の17,844億円、売上高は前年同期から1,229億円
増加の18,820億円となりました。

なお、前年同期には在外グループ会社の決算期変更影響が含まれていますので、そ
の影響を除いた実質的な比較では、受注高は1,400億円増加、売上高は2,300億円増
加しています。

営業利益は、交通・輸送が円安の効果もあり大きく増益となりましたが、エネルギー・
環境が一部のガスタービン・コンバインド・サイクル用蒸気タービンの不具合対策費用
の計上等の影響で減益となり、全体では僅かながら前年同期を下回りました。

一方、純利益は前年同期を上回る433億円、また、EBITDAは1,971億円でした。

なお、特別損益をマイナス328億円計上しましたが、内訳は下に記載のとおりであり、
主に客船事業関連損失を計上したことによるものです。

なお、客船事業関連損失につきましては、これまでも各決算期において都度その工事
進捗状況等を反映して、損失発生見込額を引当計上してまいりましたが、当期におき
ましても、309億円もの損失の追加引当のやむなきに至りました。損失引当の背景にな
りました工事の現況につきましては、12月の引渡しに向けて海上試運転を始め各種機

能確認試験と同時並行的に内装工事の最終仕上げに全力を尽くしているところであり
、それらに伴う追加コストの発生が見込まれています。

本船は極めて高品質、高効率の設計仕様となっており、その遂行にあたってはこれま
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でも設計、建造、資材調達において当社の想定を遥かに上回る困難に直面し、また多
額のコストを掛けてまいりましたが、この最終段階において完工引渡しに向けて最大の
リソースを投入し、全力を尽くしている状況にあります。

客船建造については、結果として当社の経営成績、財政状況に大きな影響を与えてま
いりましたが、ここで得た知見を2番船は勿論のこと、当社経営全般に必ず活かしてま
いります。
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貸借対照表について説明します。

売上債権の回収は進みましたが、棚卸資産が増加しました。

負債・純資産は、買入債務、前受金が減少したことにより、有利子負債も増加し、有利
子負債残高は1兆841億円となりました。

棚卸資産については、生産効率化など改善の余地がまだまだあると考えていますので
、引き続きバランスシートの圧縮に努めてまいります。
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自己資本比率は前年度末と同水準でしたが、D/Eレシオは有利子負債の増加により前
年度末から悪化しています。

当期のフリー・キャッシュ・フローはマイナス1,140億円となりましたが、これは主に、客
船事業に伴う悪化およびMRJの開発がピークをむかえていることによるものです。これ

については年間を通じてバランスシートの更なる効率化に取り組み、カバーするよう努
めます。
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左の円グラフは受注高、右の棒グラフは受注残高を示しています。

受注高は、エネルギー・環境と交通・輸送が減少しましたが、防衛・宇宙と機械・設備シ
ステムが増加しました。

交通・輸送の減少は、前年同期に大型受注のあったMRJや交通システムが減少したこ
とによるもの、機械・設備システムの増加は、主に製鉄事業やフォークリフトのM&A効
果によるものです。

右の棒グラフですが、受注残高は、前年度末から777億円減少の6兆4,316億円となり
ました。
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売上高は、エネルギー・環境は前年同期並みでしたが、交通・輸送、防衛・宇宙、機械
・設備システムが増収となりました。

ドメイン別の主な増減要因はグラフの下に記載のとおりですが、交通・輸送は民間航空
機の増収、機械・設備システムは受注同様、製鉄事業やフォークリフトのM&A効果によ
るものです。
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営業利益は、交通・輸送が大きく増益、防衛・宇宙も増益となった一方で、エネルギー・
環境、機械・設備システムが減益となった結果、全社合計で若干の減益となりました。

エネルギー・環境は、一部のガスタービン・コンバインド・サイクル用蒸気タービンの不
具合対策費用の計上やPMIを進める上での先行費用を掛けていることもあり、前年同
期対比で減益となりました。

交通・輸送は、民間航空機のコスト改善や商船の船種プロダクトミックスの改善等に加
えて、円安効果も加わり、大きく増益となりました。

機械・設備システムは、決算期変更影響により減益となりましたが、その影響を除いた
ところでは、ほぼ前年並みに推移しています。
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11・12ページは当年度の業績見通しを記載していますが、前回公表値から変更はあり
ません。
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以上、当期の決算を総括してみますと、新しい2015事業計画の初年度の半期実績とし

ては、良い点・悪い点とも色々ありましたが、全体の評価としては概ね順調に推移して
いると判断しています。

一方、伸長事業の規模拡大、M&A案件のPMI加速等、2015事業計画で掲げた施策を

推進し、財務基盤の強化を進めていますが、今回の決算も踏まえ、現在、当社として
事業計画遂行上の課題と認識している点を説明します。

まず、M&A案件のPMIの推進を更に加速する必要があるということです。特に、事業規
模拡大の中で膨らんだB/Sや固定費の圧縮・整理が十分に進んでいないことが課題と

認識しており、現在はそれらを押し進める上で先行費用を掛けている状況ですが、効
率的な経営を推進してシナジーが発揮できるよう進めてまいります。

次に、今後MRJ事業を推進していく上で、全社として確実にキャッシュ・フローを獲得し

ていく必要があります。客船については当期のキャッシュ・フローに大きな悪影響を及
ぼしましたが、確実なキャッシュ・フロー獲得のためにも、新技術・新市場への参入など
リスクの高い事業に対する手当てをしっかりやってまいりたいと考えています。

一方、グローバルベースで見ますと、競合先の集約・強大化や世界経済の減速など事
業環境の厳しさが増してきています。このような状況下、事業環境の変化に迅速かつ
柔軟に対応し、グローバルコンペチターと伍していくための更なる財務基盤を構築する
必要があります。財務体質の強化という点では、改善の余地はまだまだあると考えて
おりますので、課題を明確にして確実に実行してまいります。
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